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【巻頭言】「環境問題の啓発」に縦糸と横糸が

 
クリーン川越市民運動（ごみゼロ運動）での 

環境推進員の活動 
 

 
路上喫煙防止キャンペーンでの 

環境推進員の活動 
 
 

今年の冬は、中国の大気汚染問題が関心を集め、「PM2.5」という言葉

をたびたび耳にするようになりました。日本も、大気汚染の問題解決に数

十年を要しました。数々の公害訴訟もあり、産業界の公害対策が進められ

ました。身近なところでは、家庭用の小型焼却炉がなくなりました。昔は

紙くずは自宅で燃やしたり、稲藁の野焼きなども行われたりしました。今

は大気汚染防止と資源化リサイクルが常識になって、こんな光景は見られ

なくなりました。 

もう一つ、まちなかの光景で「側溝消毒」の町内会の衛生委員の活動風

景も見られなくなりました。「ご苦労さん」の声が響いた「衛生委員」の

仕事も、「環境推進員」に変わってからは「地域密着」の度合いが薄れた

ように感じられます。年2回の「クリーン川越市民運動（ごみゼロ運動）」

や、資源回収、ごみの分別指導、布類の拠点回収など、環境推進員の仕事

はいっぱいありましたが、町会役員の活動と見られてしまいました。 

「環境推進員」という、市民への環境問題啓発の第一線の大事な使命を

任されているのだとの認識は乏しかったようです。 

私は、長年、環境推進員として活動し、あわせてかわごえ環境ネットの

会員にも加わりました。昨年からは推薦されて理事になりましたが、市内

にいる800名を越す「環境推進員」のマンパワーと、かわごえ環境ネット

の力を融合させることができないかと考えております。縦糸・横糸の紡ぎ

あいで、川越市の環境活動が活性化し、他市の模範となることを期待して

います。    かわごえ環境ネット理事 小山弘 
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「川でつながる」仙波河岸史跡公園たより 自然環境部会 

 
「川でつながる発表会」の様子 

新河岸川を下流に向かい、滝の下終末処理場、

仙波河岸史跡公園近くに何故かヒドリガモが群

れを作っています。今回も田島橋下流土手で一

心に採餌している 120羽程見かけましたが、モ

グラの仕業でしょうか、土の盛り上がりも散見

します。コガモ、カルガモなどは数羽見るだけ

です。 

公園内はまだ春の訪れをじっと待っているよ

うで、数種の野鳥の姿を観察するのみ、さらに

下ると不老川と合流し、新扇橋を過ぎるのです

が、急に上流から流れ着いたと思われるペット

ボトルなどのごみが目立ちます。旭橋を過ぎ寺

尾調節池から川崎橋に至りますが、最近川岸の

立木が全て切り倒され裸になっています。 

九十川と合流するのもこの辺で、起点までさ

かのぼってみます。こちらでもヒドリガモにコ

ガモ混じりの 60羽ほどの群れを見かけます。上

流に向かい富士見川越バイパスの新九十橋下に

4t車一杯分ぐらいのごみの山を見てしまいまし

た。全体にきれいとは言えない雰囲気がありま

す。起点標のある伊佐沼に至りますが、この冬

も一部工事に入っています。コガモ、カルガモ、

アオサギなど見かけますが、カワウが一番目立

ちました。 

最近いろいろと川に関する講演会、集会があ

りましたので紹介しておきます。 

2月 1日（金）、埼玉会館で埼玉県環境科学国

際センター講演会があり、「流域から環境をとら

える～荒川流域を例に～」など。 

2月 2日（土）、やまぶき会館で河越館の会シ

ンポジウムがあり、「中世の河越を考える、東国

史の中の河越」で入間川や小畔川との結びつき

について。 

2月 3日（日）、埼玉会館で埼玉県の「川の再

生交流会」があり、上田知事から「アユの棲め

る川づくり」から「アユを食べられる川づくり」

へと挨拶がありました。 

2 月 10 日（日）、練馬区立大泉南小で荒川下

流河川事務所の「川でつながる発表会」があり、

小学生から大学生までの発表がありました。こ

れからの日本はこうした若い人達に託すことが

できると思いを新たにしました。（菅野仲夫） 

エコドライブ教習会を終えて 社会環境部会 
平成 24年度エコドライブ教習会を 2月 2日無

事終えることができました。 

長期天気予報で当日は雨の予想で気をもんで

いましたが曇り後、晴れで 4月ごろの陽気とな

り車中では暑く感じるくらいでした。 

市職員の方は 8時集合、社会環境部会のメン

バーは 9時集合で準備を整え、11時半より受付

を開始、12時より市職員鈴木副課長より開会の

あいさつで始まりました。 

レンタカー4台使用し、受講者は 12名で 4班

に分かれ、進行状況の説明後、さっそく通常運

転でのデーター取り後、エコドライブテクニッ
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クの講義、発進（ふんわりアクセル）、走行（加

減速の少ない運転）、減速（早めのアクセルオフ）、

停止（アイドリングストップ）のエコドライブ

運転を体験してもらいました。 

走行分析をしている時間を利用して、運転以

外のポイント（タイヤの空気圧、不要な荷物、

エアコンの使用、暖気運転）を講義と体験談で

締めくくりました。 

休憩後、班単位で各人の走行分析をもとに、

感想をアンケート聴取しました。（楽しかった、

今までの運転の癖が判った、今後も今日の運転

結果をもとに努力したい）などと、前向きな意

見が聞かれ安心しました。 

最後に小瀬理事長より認定証授与と閉会の挨

拶で予定通り 4時半無事に終了する事が出来ま

した。当日欠員が出ましたが見学に来てくれた

菊地さん夫婦の奥さんが急きょ飛び入り参加を

了承され予定通りできました。気持ちよく受け

てくれた菊地さんに感謝です。 

また当日担当して頂いた市職員の方々、かわ

ごえ環境ネット部会の方々、本当にありがとう

ございました。 

（エコドライブ推進担当 井口吉三郎）

 
エコドライブ出発風景 

 
講義風景 

 
授与式

会員からの報告

「暑かったボランティア」町美化清掃体験の作文 川越子どもサポート発表会の報告 
川越市教育委員会が主催、地域教育支援課が

推進する学校応援団活動「子どもサポート委員

会活動報告会」が、様々な学校支援活動を発表

する「子どもサポート発表会」を、2月 16日（土）、

川越南文化会館のホールにて開催しました。 

今年で 2回目になる発表会で、町美化活動の

ボランティア体験を作文にした、川越小学校 5

年生・井上まどかさんが、ジュニアクラス「ベ

スト見っけ賞」（最優秀賞）に輝き、教育長から

賞状を受けました。舞台で読み上げる井上まど

かさんの作文に感動、本誌で多くの方に紹介し

たいと教育委員会を通じて、井上まどかさんの

ご両親に了解を得て自宅に伺いました。井上さ

ん宅に電話した時に父親の井上勝美さんが、か

わごえ環境ネット個人会員と聴き、ご両親共に

お会いしての取材となりました。早速お聴きし

ました。 

作文の読みがよくできていましたね、とまど

かさんに話しかけると、はにかみ笑顔を見せた

目顔の返事でした。「この子緊張しています。」

とご両親からの話も含めて会話が始まりました。

「今までに何回かの町美化の清掃活動に子ども

をつれて参加しました。」と父親の勝美さんのお

話で、ボランティア活動に家族で参加している

事がわりました。「川越まつりでハッピを着ての

清掃活動は、最初恥ずかしがりました。」「参加

しているクリーン&ハートフルの渡辺さん、武

田さんに声をかけられ、ほめられてだんだん楽

しくなったようです。」「最初は恥ずかしかった

けど、みんなに声かけられて、楽しくなりまし

た。」とまどかさんの感想。発表会で教育長から

受けた賞状は、額に入れられ居間に飾られてい

ました。よく見ると 6枚もの賞状が飾られてい

る。「この子は、絵を描くのが好きで、応募を勧

めると熱心に描いています。」「絵を描くのは楽

しい、好きです。」とまどかさん。ご両親の暖か
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い見守りとお勧めで、社会参加の体験を行って

いると思いました。ご両親とまどかさんのご了

解を得て、作文をご紹介します。 

（2013年 2月取材 広報委員 金子晃） 
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第 2回三富千人くず（落ち葉）掃き大会に参加して 

 
開会式 

 
落ち葉をネットに詰めて堆肥場に運び堆肥化

1月 27日（日）に第 2回三富千人くず（落ち

葉）掃き大会が三富地域農業振興協議会、三富

アライアンスの主催で所沢市下富の平地林で開

催、柴山昌彦総務副大臣もかけつけました。 

大会の趣旨は、「武蔵野の三富地域で行われて

いる循環型農業の理解を深めるとともに、農家

経営の安定と都市生活者の豊かな暮らしに資す

るため大規模な落ち葉掃き体験を実施するもの

です」とのことです。 

風もなく穏やかな冬晴れの中、落ち葉掃きが

始まり、掃き集められた落ち葉をネットに詰め

て、軽トラックに載せて堆肥場に運び、あっと

いう間に林の中は公園のようになりました。 

冬の日、熊手で落ち葉を掃き集めていると体

が温もり心地良くなり、美味しく昼食を取るこ

とができました。 

なお、ごみ拾いをしながら会場に向かってい

たネット会員の福井史朗さん、会場で落ち葉掃

き中の山中和郎さん等にお会いすることができ

ました。           （菊地三生）  

川の再生交流会（2月 3日）

 
「川の国埼玉フォトコンテスト」表彰 

 
「川の国応援団美化活動団体」の表彰 

 
「川のまるごと再生事業」解説パネル 

埼玉県が主催し、埼玉県河川環境団体連絡協

議会が協力して、「川の再生交流会」が 2 月 3

日に埼玉会館で開かれました。青い「川の国応

援団帽子」をかぶった人で、会場の小ホールは

いっぱいになりました。 

上田知事が「川の再生は、魚が棲める川から、

きれいな川にして取れた魚が食べられるように」

と力強く宣言しました。続いて「フォトコンテ

スト」「川の国応援団美化活動団体」が表彰され

ました。美化活動は 19団体で、川越市からは星

野高校が選ばれました。続いて、所沢市の上山

口中学校生徒による柳瀬川美化活動の紹介や、

入間川にアユを遡上させる障害になっている堰

などを調査し、アブラビレを切ったアユの放流

結果の報告が、荒川流域ネットワークの鈴木副

代表からありました。 

午後は、6 分科会に分かれて交流を深めまし

た。第 1分科会は「始めの一歩～川の国応援団
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はじめます～」、第 2分科会は「アユがすめる川

づくり」、第 3分科会は「浄化槽にやさしいマナ

ー～川をきれいにするために～」、第 4分科会は

「川の高感度チェック～五感による川の調査

～」、第 5分科会は「多自然川づくり～子どもが

遊べて魚がすめる川づくり～」、第 6 分科会は

「にぎわいの川づくり～まちづくり・文化・歴

史・教育～」でした。     （武田侃蔵）

川でつながる発表会（2月 10日）

 
毎月清掃しているきれいな白子川 

 
公園の中で地下水の水位を計る 

 
活発な活動を紹介する展示会場 

「新河岸川流域川づくり連絡会」主催による、

「第 8回川でつながる発表会」が、白子川源流

に近い練馬区の大泉南小学校で2月10日に開か

れました。新河岸川に注ぐ不老川、柳瀬川、黒

目川、白子川などの川の再生に取り組んでいる

学校や市民の活動報告で盛り上がりました。 

午前中は、近くの白子川と周りの公園などを、

地元の人の案内で見学しました。赤松や柳の古

木が保存され、白子川も月に 1回は清掃されて、

きれいな水の流れでした。近くの公園には、地

下水の様子が分る観察孔があって、水位を計っ

たり、流れる音が聞けたりしました。 

午後は、早稲田大学、法政大学、自由学園高

等部、明法中学高等学校、北区立浮間小学校、

練馬区立大泉南小学校の代表からの活動報告が

ありました。近くの川と森の保存と再生への取

り組みが共感を呼びました。中でも、浮間小学

校の「育て『うきま里山』」は、全校生徒の参加

で、棚田作りから築山や川の流れに水車を配置

したビオトープなどの豊かな活動に、ぜひ見学

したいとの声が上がりました。 

若い世代の報告に、各地域の市民団体の代表

がコメントをして世代交流も図りました。新河

岸川の起点がある川越市でも、小中高生と市民

との協力で、新河岸川再生の活動を盛り上げた

いと痛感しました。      （武田侃蔵） 

川のまるごと再生

埼玉県は、「水辺再生 100プラン推進事業」で

県民の川への関心を盛り上げてきましたが、平

成 23年から、地元市町村と関係各団体が協同で

参加する「川のまるごと再生事業」が始まりま

した。県内で 10事業が認められ、川越市提案の

「古川排水路ほか」も採用されました。 

川越市内では、入間川から流れる古川排水路

や伊佐沼からの農業用水路の再整備による「水

環境の改善」と、入間川の農業用の堰に魚道等

を整備して、アユなどの遡上ができる環境整備

が求められています。本事業は、埼玉県川越・

東松山農林振興センターが主管となり、川越市

では農政課が窓口になって進めています。昨年

7月に、荒川上流河川事務所、県土整備事務所、

農林振興センター、荒川右岸用排水土地改良区、

自治会、環境団体としてかわごえ環境ネットも

加わった川越支部会がスタートしました。 

関係機関との調整が続いていて、具体的な整

備計画の素案はまだ提示されていません。3月 1

7 日に日高市生涯学習センターで開かれる荒川

流域再生シンポジウムの話題提供の中で、現状

報告がなされる予定であります。 
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講演 今みんなが知りたいこと～子供たちに残す未来つくり～報告

ときがわ町文化センター（アスピアたまがわ）

で 1 月 20 日 13 時 30 分から、ノンストップ 3

時間 NPO法人ネットワーク『地球村』代表高木

善之氏の講演会を行った。 

参加費は大人 1,500 円（前売）/2,000 円（当

日）。神戸から前日東京のホテルに泊まり、聞き

に来た人も。304 席の会場はほぼ満席。この他

に、母子室には赤ちゃん連れのお母さんが 10

人程、託児室には 12人の幼な児が遊んでいた。 

実は、1週間前の参加申し込みは 81名。いか

に 1週間で満席にしたのか、その努力は… 

生後 6か月のお子さんのいるスタッフもいろ

いろなイベントに声をかけに行った。彼女は前

日、都幾川中にチラシをポスティングして回り、

ほとんど眠っていない状態で講演会を迎えた。

当日は、スタッフの役割をこなしながら後半は

母子室でお子さんを抱いて聴いていた。 

アフリカの、母に抱かれて餓死していく子ど

もの写真と話を聴いて、母子室の母たち、会場

の多くの方達が泣いていた。 

【参加者の感想】◆以前（2000/5/11（火））私

と共に講演を聴いた友人：とってもユーモアが

有り、楽しかった（笑い有り、涙ありの講演会

だった）。自分の頭でしっかり考えて！と何度も

言っていた。本当に、自分の頭で考えないと。

もっとみんなで実践していかないと間に合わな

いことを実感した。◆時々聴いて刺激を受けた

い！世界の動きがわかる話だった。帰りの車の

中、懇親会に残りたかった！の声もあり。車の

中のメンバーも、それぞれ講演の内容に感銘し

ていた。◆大変なことになると思った。話して

いることが具体的で押しつけではなく、わから

ないことは調べて、鵜呑みにしないでと、素直

に入ってきた。全てを実践するには難しさはあ

るが頭に入れ、生活の中でできることから等胸

打つことがあった。◆海外について話されてい

た。地雷に、戦車向けと人間向けがあることな

ど。また、原発のこと、ブータンに視察に行き

表と裏が出てきてしまっていることを知ったこ

と、など。◆高木先生の話は目からうろこが落

ちるものだった。特に①日本の食糧自給率は 4

0%、エネルギー自給率 4%の深刻さを感じた。

②原発の実態の話、発電コストは太陽光・原子

力（廃棄物処理費・地方自治体への交付金を含

めると一番高くなると私は思っている）がかな

り高く、地熱、火力、水力はかなり低くなる。

③無駄、ぜいたくをやめ、地産消費、自給自足

を心がける。寄付をする。（1000 円で家族 1 ケ

月の食糧、50 人分の予防接種や 50 本の植林の

費用になる。1万円で 1人の命が助かり、5万円

で 1 本の井戸が掘れる等）。助け合いの大切さ

（募金額 16万円）など。先生の話を聴きながら

干潟の重要性を訴えると同時に、ごみ削減を提

案し日々努力した結果、干潟の保全運動を成功

させた方々の提案力と情熱を思いだした。◆カ

レンダー（高木先生提案 1日 1善の日めくり）

は、とても参考になる。先生は 1日 1食という

ことから、私は、無駄はしないように…。アフ

リカの話は衝撃的でした。車は大名行列に匹敵

するエネルギーと知り自転車で行動している。

自給自足の必要性がわかり、畑仕事がんばろう

と思った。◆何回聞いても先生の話は感銘を受

けます。自分だけで聴くのはもったいなくて仲

間と行ってよかった。◆海外で野菜などのバラ

売りしているのを見てきたが、今回の講演を聴

き、そうすることの意味が理解できた。等。 

懇親会は、講師を囲んでスタッフたちの作っ

た地元産、無農薬野菜中心の鍋。楽しかった。

参加者は 70名、感想を一人一人発表することで

それぞれの思いを分かち合えた有意義な時間だ

った。 

参加された、ご住職で幼稚園園長が帰りがけ

に、「目が覚めました」と。幼稚園でいろいろ実

践され、機関紙に講演会のこと、ダウンアンペ

アのことなど載せられたと。 

みんなの幸せを願って、一人でも多くの人が

実践できますようにと願いつつ。 

（ネットワーク『地球村』川越 松岡寿賀子）
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常磐線代行バスも利用して原ノ町へ

 
おばあちゃんの民話 

 
福島百年未来塾 

 
白河の関 

2 月 2 日から福島市のホテルに 2 泊して、福

島県（宮城県経由）原ノ町駅まで行きました。 

2日、9時 52分に郡山駅に着き、須田さんと

紺野さん 2人による「おばあちゃんの民話」（十

まで数えてみろ・飯盛山の弁天様等）を聞き、

その後昼食を取り、11 時 56 分五百川駅に向か

って出発しました。目的は福島県農業総合セン

ターで行われる福島百年未来塾（第 6回）に参

加するためでした。 

最初に元福島県知事佐藤栄佐久さんの話でし

た。裏磐梯湖沼水質保全計画やアジェンダ 21

福島の立案等の話をされました。特に原発も環

境問題であり、エコライフ 4つの心がけ（スイ

ッチオフ・アイドリングストップ・エコショッ

ピング・1 人 34g のごみ減量）という点が心に

残りました。 

次に福島大学准教授小山良太さんが話されま

した。福島県の農水産物を購入してもらうため

には、消費者や流通業者に、正確な検査結果や

放射能対策を発信し、信用してもらうことが必

要です。福島県内の学校給食で県内産のものを

使わないのに（県内で消費しないものを）全国

の人に食べろというのはおかしいと思っている

人が多いのが現実とのことでした。原発事故発

生後の東京電力・経済産業省・福島県等が正し

い情報を流さなかったのが原因となっており、

現在は、研究機関を中心に正確な情報を流す努

力をしているが、県外の人にはなかなか理解さ

れていないということが印象に残りました。 

3日は、福島駅を 7時 46分発で岩沼駅経由原

ノ町駅に向かいました。途中、強風のため徐行

運転、亘理駅には 1時間近く遅れて着きました。

10 時 5 分の代行バスには乗れず 11 時発相馬駅

行きに乗ることになりました。代行バスは国道

6 号線を進みました（新地町役場で途中下車し

ました）。浜吉田駅付近の水田には食事中の水鳥

の姿が見え（ラムサール条約指定地伊豆沼に越

冬中の群れかもしれません）、新地町役場付近の

地下歩道にはヒヤリ地図（歩行中・運転中・自

転車でヒヤリと感じた地点）が貼られているの

が印象に残りました。 

コンビニや大型店はほとんど営業を再開し、

国道 6号線は自家用車やトラックも数多く通っ

ていました。経済活動や住民生活は少しずつ回

復しているようでした。 

4 日は残雪数センチの白河の関に行きました。

白河市は江戸時代松平家の城下町とのことで、

川越と似た町並みが残っているところもあると

のことでした。また、中通り（白河市・郡山市・

福島市）は、会津地方に比べて冬の寒さは厳し

く、原発事故後避難してきた浜通り（双葉町や

南相馬市等）の方々は、避難先で困難な生活を

送っているのではないかと感じました。 

福島の現実と希望を実感した 3日間でした。 

（二見正憲）

 

専門委員会からの報告

社会環境部会 

2月の例会は、9日（金）、市役所地下修養室 にて、10名の参加者で会議を進めました。 
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おしらせ

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

＜会合＞ 

●社会環境部会（2013年 3月度） 

日時：3月 8日（金）13:00-15:00 

場所：川越市役所地階修養室 

（川越市元町 1-3-1） 

●自然環境部会（2013年 2月度） 

日時：3月 8日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所地階修養室 

両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:00-

17:00の連続開催です。次回は 4月 12日 福田ビル

3階会議室（川越市郭町 1-2-3）です。会員であれ

ば自由に出席できる話し合いにご参加ください。 

◆広報委員会（2013年 3月度） 

日時：3月 19日（火）9:00-10:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

◆理事会（2012年度第 12回） 

日時：3月 22日（金）9:00-11:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 9回） 

日時：3月 22日（金）11:00-12:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＜自然環境の調査・保全活動＞ 

★池辺公園定例活動（毎月第 1火曜日） 

日時： 3月 5日・4月 2日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保全活動 

日時：3月 11・25日・4月 8・22日（月） 

9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

毎月第 2月曜日は植物調査、第 4月曜日は西

側公有地の常緑広葉樹林遷移防止のための手入

れ保全作業。いずれも南文化会館（ジョイフル）

9:30集合。 

会員・関係団体の主催行事

●NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118,

 foresth@nifty.com） 

☞森林公園かんさつ会 

（各日共通）国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所

10:20 集合、15:00 過ぎ終了解散、参加費、200

円。入園料要、お弁当持参。雨天決行。 

◆3月 17日（日）公園主催、当会協力 

◆3月 28日（木）当会主催 

トウキョウサンショウウオの生息地周辺など

で、水辺の生き物を観察します。春の花を楽し

みましょう。植物の解説は、太田先生です。 

◆4月 7日（日）・19日（金）当会主催 

野鳥のさえずりを楽しみながら、春の花や活

動を始めた昆虫類やクモ等を観察しましょう。

今回は、園内バスで移動します。お弁当は必ず

持参してください。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆3月 9日（土）9:30ごろ-12:30ごろ 

雑木林手入れ 焼き芋・スープ・あそぼうパン 

◆4月 13日（土）9:30ごろ-12:30ごろ 

ネギの植え付け等 

集合：明見院（川越市今福 677）、時間：9:30ご

ろから 12:30ごろまで 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保 

険代）とします。 
2013年度予定表 （ ）内は予備日 

月 日 活動内容予定 
4 13 ネギの植え付け等 
5 11 枝豆の植え付け等 
6 8 にんじん畑の手入れ、枝豆畑の片付け

等 
7 13 （16:00からの作業）とうもろこし畑

の片付け 
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8  （休み月） 
9 14 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 12 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 9 里芋の収穫・芋煮会 
12 14 大根の収穫・ビニールはがし 
1 11（18） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
2 8 （15） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
3 8 雑木林手入れ 焼き芋・スープ・あそ

ぼうパン 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置自

転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆3月 5日（火）・21日（木） 

◆4月 2日（火）・18日（木） 

川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所

まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆3月 10日（日）・4月 14日（日）・ 

本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆3月 23日（土）・4月 27日（土） 

川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

☞「川の国応援団・新河岸川市内流域の清掃」 

参加できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へご連

絡ください。 

◆3月 24日（日）9:00-11:00（変更） 

流域の桜開花を前に、上流・中流・下流の 3

箇所に分かれて一斉清掃。分担等の打ち合わせ

を、3月 16日（土）10時より北公民館ロビーで

開きます。連絡は武田まで。 

◆4月 28日（日）9:00-11:00 

三日月橋から宮下橋までの新河岸川市内上流

域で、2 か所に分かれて実施。三日月橋または

北公民館集合。 

●みなみかぜ いきいき田んぼの会 

（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：社会福祉法人健友会みなみかぜ

後藤・田崎（Tel.049-234-8500） 

3 月は農閑期で春に向けた準備の季節。日常

農作業は毎金曜日に行っています。下記行事の

会場（集合）はみなみかぜ地域交流センター（川

越市吉田 204-2）。 

☞田んぼ勉強会「生物多様性と田んぼ」 

◆3月 15日（金）10:00-12:00 

講師：楓林環境情報サービス 林賢一氏、参加

費無料、内容：田んぼは稲を作るだけでなく、

地域の自然環境を創り、人が心身共に健康に暮

らせる場所でもあります。農と生きものの関係

を知ることは楽しいことでもあります。春、外

に出る前に!! 

☞「みなみかぜ生きものくらぶ」発足!! 第 1 回

生きものくらぶ活動「春の草花」をみつけよう！ 

◆3月 30日（土）13:30-16:30 

参加費 500円（中学生以上）（保険、観察会ノー

ト、資料代を含む）、内容：みなみかぜのまわり

にある『田んぼ』『小畔川河川敷、土手』『水鳥

公園』などをゆっくり歩きながら、鳥や動き出

した生きものたち、桜やタンポポやスミレ、ク

ローバーなどの草花などを探し、身近にある自

然について、一緒に楽しみながら学びます。 

☞“田んぼ活動オリエンテーション 2013” 

（田んぼ活動説明会・会員募集） 

◆4月 7日（日）10:00-12:00 

定員 50名、いきいき田んぼの会会員登録 2,000

円（1家族または 1人／年）（年会費 1,000円と

資料・郵送料実費 1,000円の合計）、申込先：Fa

x.049-239-5646、はがき 359-0807川越市吉田 20

4-2 社会福祉法人健友会みなみかぜ 地域交

流センター田んぼ係、お問合せ：Tel.049-234-85

00（9:00-17:00）※お申込みをされた方には別途

詳細をご送付いたします。 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010）



月刊 かわごえ環境ネット 2013年 3月号 No.077 

- 15 - 

☞伊佐沼でバードウォッチング（毎月第 2日曜日） 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼西岸蓮見橋、解散は集合場所で 12:

00ごろ。持ち物：筆記用具、あれば野鳥図鑑・

双眼鏡・飲み物。参加費：300円、高校生以下 1

00円（保険料・資料代として） 

◆3月 10日（日） 

春の訪れは何から感じるでしょう。陽の光か

ら？風から？鳥それとも花から？コチドリはペ

アで鳴きながら飛びます。シジュウカラは囀りを

始めます。オオイヌノフグリは瑠璃色、ホトケノ

ザは紅の花を咲かせます。春を探しましょう。 

◆4月 14日（日） 

春爛漫、人も植物も動物も生き生きとして活動

を始めました。水を湛えた沼は葦が芽吹き、本来

の姿に戻りました。この季節を楽しみましょう。 

●荒川流域ネットワーク 

問い合わせ：鈴木勝行（Tel.090-7804-5722） 

☞第 17 回荒川流域再生シンポジウム「入間川

の再生と天然アユの復活を目指して」 

◆3月 17日（日）10:00-16:00（9:30開場） 

場所：日高市生涯学習センター（日高市鹿山 37

0-20、川越線高麗川駅徒歩 5分） 

内容：午前：活動報告、昼食：ランチ・オン・

ミーティング、午後：入間川「川のまるごと再

生事業」について、みずかけ“サ”論 

詳細：http://www.cleanaid.jp/130317sympo.pdf

広報委員会からのおしらせ

●【速報】今後の事業予定 

2月 26日の理事会において、2013年度総会を

5 月 25 日（土）10:00 より川越市立博物館視聴

覚ホール（終了後懇親会を開催）、「川の一斉水

質調査」を 6月 2日（日）午前（場所未定）、「6

月環境月間 環境啓発展」を 6月 15日（土）・1

6 日（日）に川越市環境プラザ「つばさ館」で

開催する予定としました。なお、期日・場所は

変更の可能性があります。詳報は順次おしらせ

します。 

●本誌への原稿投稿を受け付けています 

川越における環境活動報告などの記事をぜひ

お寄せください。写真の掲載も可能です。また、

本会会員や関連団体等が実施する公開イベント

等の情報掲載も受け付けています。2013年 4月

号（No.078，3 月下旬発行）の掲載原稿は、3

月 15日（金）必着です。電子データでいただけ

るととても助かります。原稿と写真は編集担当

共有のメールアドレス（koho@kawagoekankyo.

net）にお送りください。メールを使用していな

い方は、かわごえ環境ネット事務局（環境政策

課、川越市役所本庁舎 5階）に提出ください。 

●本誌がカラーで見られます 

本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本誌が見られます。団体会員のみ

なさまは、URLをおしらせするだけで会員への

周知が可能でとても便利です。ぜひご活用くだ

さい。http://kawagoekankyo.net/news 

●Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitter にユーザー登録してぜひフォローして

ください。https://twitter.com/kawagoekankyo 

●Facebookページ「いいね！」してください 

かわごえ環境ネットは、インターネットでも

積極的に情報発信しています。ブログ、Twitter

に続き、Facebookにもページがあります。かわ

ごえ環境ネットからのお知らせだけでなく、メ

ンバー間での情報共有にも活用できます。まず

は Facebookにアカウント登録を。 

https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

●編集後記 2月 25日発表の気象庁暖候期予報

では、今年の夏はやや高温傾向のようです。節

電しながら健康的な生活のために、「緑のカーテ

ン」作りの準備が必要です。社会環境部会「緑

のカーテン」グループで、個人と団体会員へ「フ

ウセンカズラ」の種を 3月号に同封しました。

快適な夏を過ごす準備は今からです。（KT） 
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イベントカレンダー（2月 27日〜4月 27日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 

2/27 2/28 3/1 3/2 

3/3 3/4 3/5 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 
 

3/6 3/7 3/8 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

3/9 
◎9:30おいし
く楽しく農業

体験 

3/10 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼でバードウ

ォッチング 

3/11 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査 

3/12 3/13 3/14 3/15 
◎10:00田ん
ぼ勉強会 
○本誌 4月号
原稿投稿期限 

3/16 

3/17 
◎10:00荒川
流域再生シン

ポジウム 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

3/18 3/19 
◆9:00広報委
員会 

3/20 
春分の日 

3/21 
◎13:30まち
美化啓発運動 

3/22 
◆9:00理事会 
◆11:00かわご
え環境フォーラ

ム実行委員会 

3/23 
◎13:30まち
美化啓発運動 

3/24 
◎9:00川の応
援団・新河岸川

市内流域の清掃 

3/25 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地保全活動 

3/26 3/27 3/28 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

3/29 3/30 
◎13:30みな
みかぜ生きも

のくらぶ活動 

3/31 4/1 4/2 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

4/3 4/4 4/5 4/6 

4/7 
◎10:00田ん
ぼ活動オリエ

ンテーション 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

4/8 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査 

4/9 4/10 4/11 4/12 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

4/13 
◎9:30おいし
く楽しく農業

体験 

4/14 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼でバードウ

ォッチング 

4/15 
○本誌 5月号
原稿投稿期限 

4/16 4/17 4/18 
◎13:30まち
美化啓発運動 

4/19 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

4/20 

4/21 4/22 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地保全活動 

4/23 4/24 4/25 4/26 4/27 
◎13:30まち
美化啓発運動 
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